
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）
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条

例

福
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
議
会
議
員
及
び
福
島
県
知
事

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
民
生
委
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島

県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
福
島
県
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
福
島
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
立
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
七
月
八
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
三
十
六
号

福
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

福
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
一
条
の
四
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
五
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
あ
つ
て
、
」
の
下
に
「
特
定
配
偶
者
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合
計
所
得
金
額
が

九
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
退
職
手
当
等
（
第

三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
所
得

を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
合
計
所
得
金
額
が
九
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）

又
は
」
を
、
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
の
下
に
「
で
あ
つ
て
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
を
有
し
な
い

者
」
を
加
え
る
。

附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
令
和
十
五
年
度
」
を
「
令
和
二
十
年

度
」
に
、
「
令
和
三
年
」
を
「
令
和
七
年
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
九

項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
十
七
項
」

を
「
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
以
外
の
部
分
及
び
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二

第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
九
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
第
三
項
中
「
、
第
三
十
七
条
の
八
又
は
第
三
十
七
条
の
九
」
を
「
又
は
第
三
十
七

条
の
八
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
四
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並

び
に
」
を
「
第
五
条
の
四
の
二
第
三
項
及
び
」
に
、
「
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
令
和
十

五
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
十
七
年
度
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
五
条
の
四

の
三
第
三
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、
「
令
和
三
年
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
令
和
三
年
」
と
あ

る
の
は
、
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
二
条

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
中
「
特
定
配
当
等
申
告
書
」
及
び
「
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
」
を

「
確
定
申
告
書
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
同
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
三
号
の
四
に
規
定
す
る
源

泉
控
除
対
象
配
偶
者
」
を
「
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
以
下
で

あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
の
二
に
規
定
す
る
自
己
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
九
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
控
除
対
象
配

偶
者
に
該
当
し
な
い
も
の
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
と
併
せ
て
」
を

「
当
該
家
屋
の
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
三
第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
一
項
」
の
下
に
「
本
文
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
の
七
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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た
だ
し
、
当
該
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
内
に
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
に
関
す
る
登
記
又
は
所
有
権
の
登
記
の
申
請

を
し
た
場
合
（
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
条
の
七
第
一
項
第
四
号
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前

項
の
申
告
書
に
」
を
「
当
該
不
動
産
の
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
」
に
、
「
添
付
」
を
「
知
事

に
提
出
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
」
を
、
「
対
し
」
の
下
に
「
申
告
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に

は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」

に
、
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
三
第
七
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
一
項
」
の
下
に
「
本
文
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
の
十
四
第
二
項
中
「
第
四
十
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
当
該
土
地
の
取
得
の
事
実
を
申
告

す
る
際
、
併
せ
て
こ
れ
を
」
を
「
当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
六
の
三
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
六
の
八
第
二
項
中
「
第
四
十
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
当
該
不
動
産
の
取
得
の
事
実

を
申
告
す
る
際
併
せ
て
（
当
該
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
を
「
当
該
不
動
産
の
取
得
の
日
か
ら
六

十
日
以
内
に
（
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
の
四
第
二
項
中
「
、
当
該
施
設
」
を
「
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
こ
の
条
及

び
第
四
十
条
の
十
六
に
お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
に
よ
り
当
該
土
地
」
を
「
当
該
土

地
の
取
得
」
に
、
「
に
よ
り
当
該
施
設
」
を
「
当
該
施
設
の
取
得
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
、

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
」
を
「
、
同
項
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
同
項
に
規
定
す

る
改
修
工
事
対
象
住
宅
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
条
の
十
六
に
お
い
て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
を
「
、
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
（
以

下
こ
の
条
及
び
第
四
十
条
の
十
六
に
お
い
て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
第

四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
の
三
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場
株
式
等

の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
配
当

所
得
に
係
る
部
分
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
当
該
特

定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合

に
限
り
適
用
す
る
。

附
則
第
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
及
び
次
条
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五

項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
条
の
五
第
一
項
中
「
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
県
民
税
」
を
「
年
分
の

所
得
税
」
に
、
「
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
」
を
「
所
得
税
法
第
二
条
第

一
項
第
三
十
七
号
の
確
定
申
告
書
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
九
項
（
同
法
第

三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
所
得
税

法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
確
定
申
告
書
」

と
い
う
。
）
」
に
、
「
市
町
村
長
に
お
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当

該
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
し

た
場
合
を
含
む
」
を
「
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
年

の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
県
民
税
」
を
「
年
分
の
所
得
税
」
に
、
「
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
損
失
の
金
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
申
告
書
（
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四

十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
確
定

申
告
書
」
に
、
「
年
度
分
の
県
民
税
」
を
「
年
分
の
所
得
税
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
申
告
書
（
そ
の
提
出

期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」

を
「
確
定
申
告
書
」
に
改
め
、
「
と
き
」
の
下
に
「
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二

第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
項
か
ら
第
十

項
ま
で
」
を
「
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定

令
和
五
年
四
月

一
日

二

第
二
条
中
福
島
県
税
条
例
第
二
十
七
条
の
二
及
び
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に

同
条
例
附
則
第
十
三
条
の
三
第
二
項
、
第
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
及
び
第
十

九
条
の
五
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定

令
和
六
年
一
月
一
日

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十

一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
支

払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
公
的
年
金
等
（
同
法
第
二
百
三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
新
条
例
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公
的
年
金
等
に
つ
い
て
提

出
し
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
税
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十

一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
条
例
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税

義
務
者
が
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

四
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
新
租
税
特
別
措

置
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
又
は
増
改

築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
同
条
第

一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
県
民
税
の
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
同
日
前
に
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税

特
別
措
置
法
（
以
下
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住

用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
又
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
同
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住

の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
条
例
附
則
第
五
条
の
四
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務

者
が
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

二
十
九
号
。
以
下
「
新
震
災
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家

屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
認
定
住
宅
等
を
同
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の

居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
同
日
前
に
所
得

税
法
等
改
正
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係

法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
震
災
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等

に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
認
定
住
宅
を
同
条
第
一
項
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
令
和
四
年
一
月
一
日
前
に
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
を
同
項
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
又
は
同
日
前
に
旧
震
災
特
例
法
第
十
三

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
若

し
く
は
認
定
住
宅
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
お
け
る

旧
条
例
附
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
旧
条
例
附
則
第
五
条
の

四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

新
条
例
附
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
令
和
四
年
一

月
一
日
以
後
に
新
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存

住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供

す
る
場
合
又
は
同
日
以
後
に
新
震
災
特
例
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し

く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
若
し
く
は
認
定
住
宅
等
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
同
日
前
に
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住

宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し

た
場
合
又
は
同
日
前
に
旧
震
災
特
例
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は

既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
若
し
く
は
認
定
住
宅
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
（
以
下
「
六
年
新
条

例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個

人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２

六
年
新
条
例
附
則
第
十
九
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
限
り
、
同
項
中
「
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
」
と
あ
る

の
は
「
に
係
る
確
定
申
告
書
（
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
生
じ
た
年
が
令
和
二

年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の

県
民
税
に
係
る
福
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
税
条
例
附
則
第
十
九
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
書

（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
申
告
書
」
と
い
う
。
）
）
」
と
、
「
に
つ
い
て
連
続
し
て
確

定
申
告
書
を
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
確
定
申
告
書
（
当
該
年
が
令
和
三
年
又
は
令
和
四
年
で
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
県
民
税
に
係
る
旧
申
告
書
）
を
連
続
し

て
」
と
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
第
四
十
条
、
第
四
十

条
の
三
、
第
四
十
条
の
七
、
第
四
十
条
の
十
三
、
第
四
十
条
の
十
四
、
第
四
十
条
の
十
六
の
三
及
び

第
四
十
条
の
十
六
の
八
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対

し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不

動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
福
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条

福
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
福
島
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
福
島
県
税
条
例
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
一
条
の
五

第
一
項
中
」
の
下
に
「
「
扶
養
親
族
（
」
の
下
に
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
」
を
加
え
、
」
を

加
え
、
「
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
を
「
有
し
な
い
者
」

に
、
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
」
を
「
有
す
る
者
」
に
改
め
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
七
号

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
の
七
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一

日
」
に
、
「
二
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」

と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。

２

新
条
例
の
規
定
は
、
適
用
日
以
後
に
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ
れ
た
設
備
に
つ
い
て
適
用
し
、
適

用
日
前
に
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ
れ
た
設
備
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
税

務

課
）
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福
島
県
条
例
第
三
十
八
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
島
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
次
の
い
ず
れ
か
に
」
を
「
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員
（
以
下
「
非
常
勤
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
「
も
の
」
に
改

め
、
同
号
ア
⑴
中
「
第
二
条
の
四
」
を
「
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
期
間
内

に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
、
第
二

条
の
四
」
に
、
「
、
二
歳
」
を
「
当
該
子
が
二
歳
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員

⑴

そ
の
養
育
す
る
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
一
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子

に
つ
い
て
当
該
非
常
勤
職
員
が
第
二
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児

休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
。
以
下
⑴
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非

常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
の

翌
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

⑵

そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
、
当
該
任
期
を
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
引
き
続
い
て
特
定
職
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
の
翌

日
又
は
当
該
採
用
の
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も

の

第
二
条
第
四
号
ウ
を
削
る
。

第
二
条
の
三
第
三
号
ア
及
び
イ
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
歳
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休

業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
は
イ
及
び
ウ
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

ウ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
）

当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日

第
二
条
の
三
第
三
号
中
イ
を
ウ
と
し
、
同
号
ア
中
「
当
該
非
常
勤
職
員
が
す
る
」
を
「
当
該
非
常
勤

職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
」
に
、
「
当
該
配
偶
者
が
す
る
」
を
「
当
該
配
偶
者
が

同
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ア
を
同
号
イ
と

し
、
同
号
に
ア
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア

当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場
合
若
し
く
は

こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
地
方
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当

該
子
の
一
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
（
当
該
育
児
休
業

の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
と
当
該
地
方
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
異
な
る

と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
）
）
の
翌
日
（
当
該
配
偶
者
が
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
地
方
等
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
等

育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す

る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

第
二
条
の
三
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
前

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳

到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
号

に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

第
二
条
の
四
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
一
歳
六
か
月
か
ら
二
歳
に
達
す
る
ま
で

の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当

該
子
に
つ
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
第
三
条
第
七
号

に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
は
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
人
事

委
員
会
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
）

と
す
る
。

第
二
条
の
四
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。一

当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が

こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
地
方
等
育
児
休
業
を
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

第
二
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い
て

こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

第
二
条
の
五
を
削
る
。

第
三
条
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
六
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、

同
条
第
八
号
中
「
任
期
の
末
日
を
」
を
「
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
の

末
日
を
」
に
、
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
も
の
」
に
、
「
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
任

期
が
」
を
「
当
該
任
期
を
」
に
、
「
に
特
定
職
に
引
き
続
き
」
を
「
引
き
続
い
て
特
定
職
に
」
に
、
「
当

該
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
」
を
「
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い

て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
採
用
の
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
す

る
。第

三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と
し
て
条
例
で
定
め

る
期
間
）

第
三
条
の
二

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と
し
て
条

例
で
定
め
る
期
間
は
、
五
十
七
日
間
と
す
る
。

第
八
条
第
六
号
中
「
育
児
休
業
等
計
画
書
」
を
「
育
児
短
時
間
勤
務
計
画
書
」
に
改
め
る
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第

八
条
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
計
画
書
は
、
改
正
後
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
第
八
条
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
計
画
書
と
み
な
す
。

（
人

事

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
九
号

福
島
県
議
会
議
員
及
び
福
島
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
議
会
議
員
及
び
福
島
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
（
平
成
六

年
福
島
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
ア
中
「
一
万
五
千
八
百
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
七
千
五

百
六
十
円
」
を
「
七
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
七
円
五
十
一
銭
」
を
「
七
円
七
十
三
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
五
円
二

銭
」
を
「
五
円
十
八
銭
」
に
、
「
三
十
七
万
五
千
五
百
円
」
を
「
三
十
八
万
六
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
五
百
二
十
五
円
六
銭
」
を
「
五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭
」
に
、
「
三
十
一
万
五

百
円
」
を
「
三
十
一
万
六
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
十
七
円
五
十
銭
」
を
「
二

十
八
円
三
十
五
銭
」
に
、
「
五
十
七
万
三
千
三
十
円
」
を
「
五
十
八
万
六
千
九
百
五
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
議
会
議
員
及
び
福
島
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
た
選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
市
町
村
行
政
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
号

民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
須
賀
川
市
の
項
中
「
一
五
七
人
」
を
「
一
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
二
本
松
市
の
項
中
「
一

四
三
人
」
を
「
一
四
九
人
」
に
改
め
、
同
表
田
村
市
の
項
中
「
一
一
三
人
」
を
「
一
一
六
人
」
に
改
め
、

同
表
矢
吹
町
の
項
中
「
三
五
人
」
を
「
三
六
人
」
に
改
め
、
同
表
飯
舘
村
の
項
中
「
二
九
人
」
を
「
二

八
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
一
号

福
島
県
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
児
童
相
談
所
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
福
島
県
県
中
児
童
相
談
所
の
項
中
「
郡
山
市
麓
山
一
丁
目
一
番
一
号
（
一
部
に
あ
つ
て
は
同
市

大
槻
町
字
西
ノ
宮
西
六
番
地
の
二
）
」
を
「
郡
山
市
富
田
町
字
町
田
三
番
地
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
児
童
家
庭
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
二
号

福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
下
水
道
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
三
号

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
九
の
表
四
十
二
の
項
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
に
改

め
、
同
表
四
十
三
の
項
中
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
表
五
十

六
の
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
五
十
七
の

項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
十
二
号
中
「
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第

八
十
五
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第

八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
八
十
五
条
第

六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
七
項
」
に
、
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七

項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
指
導
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
四
号

福
島
県
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

福
島
県
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県

条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
又
は
」

を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」
の
下
に
「
又
は
法
第
五
条
第
六
項
若
し

く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
（
以
下
単
に
「
長

期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
増
築
又

は
改
築
に
係
る
」
を
削
り
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」
の
下
に

「
（
増
築
又
は
改
築
に
限
る
。
）
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
長

期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」
の
下
に
「
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
指
導
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
五
号

福
島
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
企
業
総
務
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
六
号

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
病
院
経
営
課
）


